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新 しく開発 された半合成マ クロライ ド系抗生剤であ るRU 28965の 勇子尿道炎.子 官頸管炎に対す

る臨床的検討 を行 った。

対象13例(そ の うち1例 は来院せず脱 落)にRU 289651回150mg 1日2回,3～24日 投 与 した結

果,淋 菌性尿 道炎 では3例 中3例 とも無効であった。非淋菌性尿道炎の うちクラ ミジア性尿道炎では

主治医判定で5例 中5例 とも著効で あった。統 一効果判定に よる判定では7日 目判定可能な症例 は2

例で2例 とも著効,14日 目判定可能 な症例は2例 で2例 とも著効であ った。 また非淋糖性 ・非 クラミ

ジア性尿 道炎 ・子宮頸管炎の4例 で は主治医判定で,著 効3例,有 効1例 であった.

副作用,臨 床検査値異常は全例 について認 められなかった。

RU 28965は フランス,ル セ ル ・ユ クラ フ社研究所 で

半合成 された新 しい経口マクロライ ド系抗生物質である。

本剤 は,エ リス ロマ イシ ンAの9位 のケ トンを2-メ ト

キ シーエ トキシーメチルオキシムで置換 したものであ り,

その化学構造式 はFig.1に 示す とお りである。

本剤の抗菌 スペ ク トラム,抗 菌活性 はエ リスロマイシ

ンとほぼ同等で,Legionella,Mycoplasma,ま たChlamy-

diaに 対 して も優 れた抗菌活性 を示す ことが報告 されて

い る1,2)。また本剤 は,胃 酸抵抗性 に優 れ,同 時 に吸収

が良 く,血 中濃度半減期 も長 く,体 内で代謝 を受 ける割

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965

9-•kO-•k(2-Methoxyethoxy) methyl•loxime•lerythromycin

合が少ないという特徴 を有 し,臨 床 においては従来のマ

クロライ ド系抗生物質 の約1/4で 同程度の効果が期待で

きる と考 えられ る3)。

今 回,我 々はRU 28965の 男子尿道炎,女 子子宮頸管

炎に対す る臨床的検討 を行 ったので報告する。

I.　対寂と方法

1.　対象お よび投与方法

対象は昭和60年11月 か ら昭和61年4月 まで札幌医科大

学医学部泌尿器科お よび関連施設の外来 を受診 した尿道

炎、子宮頸管炎の患者13例 で,男 子例 は淋菌性尿道炎3

例(非 クラ ミジア性2例,ク ラミジア性1例),非 淋菌性

尿道炎9例(ク ラ ミジア性6例,非 クラミジア性3例)で,

女子子宮頸管炎は非淋菌非 クラミジアの症例1例 であっ

た。投与量 は,本 剤は吸収が良 く,半 減期が長いため,

従来のマクロライ ド系薬剤が1日3回 投与であったのに

対 して,1日2回 の投与で効果が期待で きると考えられ,

1回150mg1日2回 投与 とした。投与期間は淋菌性尿道

炎3～7日,非 淋菌性 の症例は7～24日 であった。

2.　菌の検出

淋菌の検出は,尿 道 または子宮頸管分泌物のグラム染

色 で多核 白血球(PML)内 にグラム陰性双球菌 を確認 し,

さ らに分泌物 をtrans groW培 地に採取 し,分 離同定を

行 った。

C.trachomatisの 検出は尿道 または子宮頸管にswabを
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挿入 し,粘 膜上皮細胞 を擦過剥離 し,細 胞培養法 または,

直接 塗抹 法 を行 う こ と を原 則 と した。 また 併 せ て

Chlamydiazymeで の検討 も行 った。

3.　効果判定

効果判定 は臨床所見を中心 とし,主 治医が著効,有 効,

やや有効,無 効の4段 階で判定 し,さ らに淋菌性 および

非淋菌 ・クラ ミジア性尿道 炎において は,Table 1,2

に示す ようにUTI研 究 会統一判定試 案 に準拠 し,統 一

判定 も行 った。

II.　成 績

対象13例 の うち,男 子 クラ ミジア性尿 道炎の1例 は来

院せず脱落 とな り,残 り12例 にお いてRU 28965の 治療

成績 を検討 した。主治医判定 による有効性 をTable 3に

示 したが,淋 菌性お よび淋菌 ・クラ ミジア性尿道炎で は

3例 と も淋菌 の存 続 を認め無効(統 一効果判定 において

も淋菌が存続 して いるため無効)で あった。非淋菌性症

例の うち,ク ラ ミジア性の ものは5例 で全例著効であっ

た。 また,非 淋菌 ・非 クラミジア症例 は4例 で,3例 が

著効,1例 が有効で あった。

非淋菌性症例 の うちクラ ミジア性 の症例一覧 をTabie

4に示 した。UTI研 究会統一判定試案 に準拠 した統一判

定 によると,7日 目判定可能な症例 は2例 で2例 とも著

効,14日 目判定可 能な症例は2例 で2例 とも著効であっ

た。

副作用,臨 床検査値異常 については,全 例 について認

められ なか った。

Table 1 Criteria for evaluation of clinical efficacy in gonococcal urethritis by committee's assessment

* PMN:Polymorphonuclear  leucocyte

** VB1
 First 10 ml of urine voided

Table 2 Criteria for evaluation of clinical efficacy in chlamydial urethritis by committee's assessment

*-:≦4/hpt

(+):≧5/hpt

Table 3 Clinical efficacy evaluated by physician
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Table 4 Clinical results of chlamydial urethritis treated with RU 28965

III.　考 察

Sexually transmitted disease(STD)の 流行 が注 目され

ているが,そ の原因菌は従来大部分が淋菌であ ったが,

近年非淋菌性の ものが占め る割合の増加が著 しく,特 に

C.trachomatisがSTDの 原因菌 と して重要視 されている。

男 性にお いては尿 道炎におけ るC.trachomatisの 閲連が

明 らかにな り4～6),女性 において も子宮頸管炎7～8),卵管

炎9),女 子不妊 症10),ま た,母 子 間の垂 直感染の可能性

も示唆 されている。

今 回,我 々は フランスで クラ ミジア性尿道炎に対 して

優 れた治療成績11)が得 られているRU 28965の 治療効果

を知る 目的で男子尿道炎,女 子子官頸管炎について検討

を行 った。

本剤RU 28965は,淋 菌感染症 に対 し有効性 は認め ら

れなかったが,ク ラ ミジア感染症 を含 む非淋菌性性器感

染症 に対 しては,従 来のマ クロライ ド系抗生物 質の約1/

4量 で100%の 有効率 を示 した。特 にクラ ミジア感染症に

対 しては全例著効であ り,副 作 用 も全例 に認め られなか

ったことか ら,有 効 かつ有用性 の高い薬剤であると考え

られる。
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RU 28965 IN MALE URETHRITIS AND FEMALE CERVICITIS
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We studied a new semisynthetic macrolide, RU 28965, in male urethritis and female cervicitis and obtained the follow-

ing results.

RU 28965 was administered to 13 subjects at a daily dose of 300 mg divided in 2 for 3•`24 consecutive days. One of

the subjects, however, failed to revisit the hospital and dropped out. Though results revealed that RU 28965 was in-

effective in all 3 cases of gonorrheal urethritis, it was markedly effective in all 5 cases of chlamydial urethritis by the

evaluation of the attending physician. According to the evaluation by the committee's criteria, on day 7, there were 2 ev-

aluable cases, both markedly effective, and on day 14 there were also 2, again both markedly effective. Also, the results

in 4 cases of non- gonorrheal and non-chlamydial urethritis and cervicitis were markedly effective 3 and effective 1

according to the evalution of the attending physician.

Neither side-effects nor abnormal laboratory test values were observed.


